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１．助成対象 

 わが国の将来の医療を担う若手内視鏡医学研究医（原則として満 45 歳以下）を対象に国際的視野

を育成することを目的として海外で行われる学会（原則として下記による）などで、個人またはグル

ープの研究成果を発表する研究医に助成します。（E-Poster/Moderated Poster/Digital Poster を含

むポスター発表除く） 

 なお、本助成は原則として応募者の年齢制限（満 45歳以下）を設けていますが、出産・育児・介

護・疾病・学び直しなど、正当な理由によりキャリアが中断された場合は、年齢制限を超えても応募

を認めることがあります。 

また、本助成による採択は、対象学会の種類を問わず、研究者 1名につき通算 3回を上限とします。 

但し、助成の重複を避ける為、他の機関の助成金が決定した場合は速やかに当財団にご連絡願いま

す。なお、前年度及び当年度内に本助成を受けた方、重複申請を認めない他の助成機関へ同一研究テ

ーマを応募している方の応募はご遠慮ください。 

各学会において、同一施設・同一診療科に対する助成は 1 件までとします。 

 

２．対象学会 

本助成の対象となる海外学会は、当財団選考委員会の審議および理事会の決議を経て、指定された学会 

に限ります。 

令和 8年度は下記 31 学会を対象学会としており、記載のない学会につきましては、助成対象外となり 

ます。年度途中での追加・変更はいたしかねますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

 

【消化器内科分野】 

ＡＰＤＷ ：アジア太平洋消化器病週間（Asia Pacific Digestive Week) 

ＤＤＷ：米国消化器病週間(Digestive Disease Week) 

ＥＳＧＥ Ｄａｙｓ： 欧州消化器内視鏡学会Days 

(European Society of Gastrointestinal Endoscopy Days) 

ＵＥＧＷ：欧州消化器病週間（United European Gastroenterology Week） 

ＷＥＯ：世界消化器内視鏡学会（World Endoscopy Organization）（ＥＮＤＯ****） 

 

【消化器外科分野】 

ＡＣＳ：米国外科学会（American College of Surgeons） 

ＥＡＥＳ：欧州内視鏡外科学会（European Association for Endoscopic Surgery） 

ＥＬＳＡ：アジア内視鏡外科学会（Congress of Endoscopic and Laparoscopic Surgeons of Asia） 

ＩＳＳ：万国外科学会（International Society of Surgery） 

 



ＳＡＧＥＳ：米国消化器内視鏡外科学会 

（The Society of American Gastrointestinal Endoscopic Surgeons) 

ＷＣＥＳ：世界内視鏡外科学会（World Congress of Endoscopic Surgery） 

 

【呼吸器科分野】 

ＡＣＣＰ：米国胸部疾患学会（American College of Chest Physicians） 

ＡＰＣＢ：アジア太平洋気管支学会（Asia-Pacific Congress on Bronchology） 

ＥＲＳ：欧州呼吸器学会（European Respiratory Society） 

ＥＳＴＳ：欧州胸部外科学会（European Society of Thoracic Surgeons） 

ＩＡＳＬＣ：世界肺癌学会（International Association for the Study of Lung Cancer） 

ＷＣＢＩＰ：世界気管支学会（World Congress for Bronchology and Interventional Pulmonology） 

 

【泌尿器科分野】 

ＡＵＡ：米国泌尿器科学会（American Urological Association） 

ＥＡＵ：欧州泌尿器科学会（European Association of Urology） 

ＳＩＵ：国際泌尿器科学会（the Societe International d'Urologie） 

ＷＣＥ：世界エンドウロロジー学会（World Congress on Endourology） 

 

【耳鼻咽喉科分野】 

ＡＡＯ－ＨＮＳ：米国耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会 

（American Academy of Otolaryngology Head and Neck Surgery Meeting） 

ＡＨＮＳ：米国頭頚部癌学会（American Head and Neck Society） 

ＡＳＨＮＯ：アジア頭頚部癌学会（Asian Society of Head and Neck Oncology） 

ＩＦＯＳ：世界耳鼻咽喉科学会（International Federation of Oto-Rhino-Laryngological Societes） 

ＩＳＩＡＮ：鼻炎症とアレルギー国際学会 

（International Symposium of Infection and Allergy of the Nose） 

 

【産婦人科分野】 

ＡＡＧＬ：米国婦人科内視鏡学会（American Association of Gynecologic Laparoscopists） 

ＡＰＡＧＥ：アジアオセアニア婦人科内視鏡学会 

（Asia-Pacific Association for Gynecologic Endoscopy） 

ＥＳＧＥ：欧州婦人科内視鏡学会（European Society for Gynaecological Endoscopy） 

ＥＳＨＲＥ：欧州・ヒト生殖学会（European Society of Human Reproduction and Embryology） 

ＳＥＵＤ：世界・子宮内膜症・子宮疾患学会（Society of Endometriosis and Uterine Disorders） 

 

注１） 上記対象学会には、当該年度にこれまで非開催予定の学会も一部含まれています。 

注２） 日本開催の場合は、助成対象とはいたしません。 

注３） 海外学会への参加が現地での渡航を伴わず、Web 等による遠隔参加のみである場合は 

 発表・参加の形態を問わず、助成対象外といたします。 

 



３．推薦者 

応募に際しては、所属機関における責任者（例：所属長、教授、部長等）の推薦を要します。 

システム上で申請が完了すると、応募完了通知メールが当該推薦者宛に自動送信されますので、申請

者は必ず事前に推薦者の了承を得たうえで申請してください。 

 

４．応募方法  

  本助成の応募は、2026 年 4月 1日より、「助成応募登録システム」を通じて受け付けます。 

  以下の手順に従い、オンラインにて申請してください。 

 

① 当財団ホームページの「助成応募登録システム」にアクセスし、マイページを取得（利用者登録）

してください。 

② マイページにログイン後、トップ画面より「内視鏡医学研究医海外派遣助成」を選択し、申請手続

きを行ってください。 

③ システム上で申請書を作成し、学会から送付された採択通知書を PDF ファイルとしてアップロー

ドしてください。 

※ 郵送による申請書の提出は不要です。 

   

５．助成金 

  台湾・韓国・中国・東南アジア：15 万円 

  北米・オセアニア・インド・パキスタン・中東：25 万円 

  欧州・ロシア・中南米・アフリカ：35万円 

  ※ 航空運賃の高騰を鑑み、令和 8 年度に限り暫定的に助成金を一律 5 万円上乗せとしております。 

  ※ 本助成金は研究活動の支援を目的とするものであるため、所属施設における間接経費（オーバー 

    ヘッド）の徴収はご遠慮いただいております。 

 

６．応募締切及び採否通知  

応募締切 採否通知 

学会開催 1ヶ月前 学会開催 2週間前 

締切日の 23:59 までに応募登録システムにて応募手続き（提出）が完了しているもののみ受け付けま

す。作成途中の申請は受理されませんのでご注意ください。 

 

７．選考方法 

  当財団の選考委員により審査選考し、理事長の承認により決定します。 

採否の結果は応募者ご本人宛に通知します。 

 

８．助成金の交付 

   出発時期に応じて助成決定者の指定口座に振込みます。 

 

９．助成金の使途 

  海外学会への渡航費、滞在費、発表用資材等、研究成果発表に関連する費用とします。 



 

  本助成金は研究活動の支援を目的とするものであるため、所属施設における間接経費（オーバー 

  ヘッド）の徴収はご遠慮いただいております。 

 

１０．成果の報告 

   学会終了後、速やかに所定の成果報告書を当財団宛に提出してください。 

   なお、本助成は、海外学会への現地渡航を伴う口頭発表を対象としております。 

   そのため、成果報告書の提出にあたっては、海外渡航の事実を確認できる書類を 1点、スキャン 

 データにて併せて提出してください。 

【提出書類の例】 

 ・ 航空券の半券 

 ・ 搭乗券または搭乗証明書 

 ・ e チケット控え（搭乗済であることが確認できるもの） 

 ・ パスポートの出入国スタンプの写し 

 ・ 現地宿泊施設の領収書（氏名・宿泊日・宿泊地が確認できるもの） 

   ※ 自動化ゲートの利用等により出入国スタンプが押印されない場合や、半券を紛失された場合は、 

       上記のいずれかをご提出ください。 

 

１１．助成決定後の注意事項 

  助成結果は当財団のホームページに掲載いたします。また、虚偽の申告や不正行為などの問題が認 

  められた場合には、助成の取り消しや返金をしていただく場合がございます。 

 

１２．お問い合せ             〒151-0053 東京都渋谷区代々木２丁目１６番７号 山葉ビル 

公益財団法人 オリンパス医学振興財団     

TEL・FAX：０３－３３７５－３５３１ 

           E-mail：endo-jfe@endo-jfe.or.jp 


